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	東北大学原子分子材料科学高等研究機構(AIMR)の藤枝助手、カデムホッセイニ主任研究者らのグループは、ハーバード大学などと共同で、生体内の「基底膜」と呼ばれる薄膜を人工的に作成することに世界で初めて成功しました。基底膜は細胞が集まり組織化する際に必要な足場となる存在で、人工基底膜の実現により立体的で階層的な組織を作成することが可能となります。研究グループは、汎用的なプラスチック素材（ポリスチレン）と極細炭素繊維（カーボンナノチューブ）を用いて、厚さ40ナノメートル（ナノは100万部の１ミリメート...
	上記の研究成果は、2013年6月26日（アメリカ現地時間、日本時間27日）にアメリカ化学会誌Nano Lettersオンライン版に掲載されます。
	図1：ナノ薄膜(ナノカーペット)の医療応用。(左)筋組織の模式図、(中央)ナノ薄膜上に並べた筋肉細胞とその拡大図(赤が細胞・青が細胞核)、(右)ナノ薄膜を使って環状に巻かれた筋肉細胞(緑色が細胞)
	【研究の背景】
	本研究グループでは、細胞培養ディッシュに用いられるポリスチレンを素材とした自己支持性高分子ナノ薄膜（＊3）を作り、マイクロコンタクトプリンティング法（＊4）で細胞接着に必要な糊やカーボンナノチューブのような極細繊維を「印刷」することで、細胞を搭載できる人工基底膜を開発しました（図2）。このナノ薄膜（ナノカーペット）は極めて柔軟なため、ステッカーのように貼り付けたり、曲げたりすることが可能です（図3）。また、この表面で筋肉細胞を培養すると、薄膜上に印刷されたナノチューブを細胞が積極的につかむことで...
	今回開発したナノカーペットは医療用の生分解性高分子(例：ポリ乳酸)からも作製できるため、今後は再生医療実現のための足場材料としての応用が見込まれます。特に、半導体分野で培われてきた微細加工技術を取り入れることで、低侵襲な細胞移植療法を実現する医療デバイスの開発が期待できます。また、このナノカーペットにカーボンナノチューブのような導電性材料を配合することで、ロボットのような機械や電子部材と生体組織を直接繋ぐバイオエレクトロニクス材料の研究が進むことも予想されます。

